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福知山市教育委員会 

 

 

 

  



１ 開会の日時     令和７年５月２７日（木） 

                 午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時     令和７年５月２７日（木） 

                 午後１時４７分 

 

３ 招集の場所     市民交流プラザふくちやま ３階 視聴覚室 

 

４ 出席委員の氏名     廣 田 康 男 

              塩 見 佳扶子 

              加 藤 由 美 

              織 田 信 夫 

              小 林 加奈子 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長                 大 西 孝 治 

     教育委員会事務局理事           伊 豆 英 一 

     次長兼教育総務課長            濱 田 亜希子 

     次長兼学校教育課長            間 島 哲 哉 

     学校教育課担当課長兼教育総務課      福 知 泰 輔 

     学校教育課総括指導主事          中 川 清 人 

     学校給食センター所長           谷 垣   薫 

     生涯学習課長兼中央公民館長        西 村 憲 二 

     中央公民館管理担当次長          荻 野 幹 雄 

     図書館長                 足 立 亜 弥 

 

 

 

 

 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     次長兼教育総務課長            濱 田 亜希子 

 

  



 

７ 議事及び議題 

     別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

     別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

     なし 

      

 

 

 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長               

  



 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

廣田教育長が開会を宣告。 

 

廣田教育長   次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請があ

りましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

廣田教育長   前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

廣田教育長から以下の報告がありました。 

（１）学級閉鎖の状況 

〇雀部小学校２年２組 ５／13(火) ～５／14(水) 解除 

 

それでは教育長報告を行います。 

学級閉鎖についてですが、雀部小学校２年２組が閉鎖となりましたが、状況としては、

３月の大正小学校の閉鎖と同様で、コロナやインフルエンザではなく、嘔吐や下痢の症

状の児童が多かったことによるものです。 

 

 

（２）令和７年度 園児・児童・生徒数 

園（幼稚園・こども園）２６６名（Ｒ６：２８４名 Ｒ５：３０６名） 

小学校        ３８７８名（Ｒ６：３９１５名 Ｒ５：３９９０名） 

中学校            １８８４名（Ｒ６：１９２８名 Ｒ５：１９４５名） 

 

２点目は、令和７年度の園児・児童・生徒数についてですが、これは５月１日段階で

の基本調査を基にした数字です。令和５年度からの数字をお示ししていますが、少子化

が進んでいることが、御覧いただいている数値からも読み取ることができます。園児の

数については市立の幼稚園・こども園それぞれ３園、計６園の３歳児以上の数字です。

この２年で４０名ほど減っています。 

小学校では、１４校で昨年より３７名と令和５年度から６年度にかけての減り方より

はましですが、この２年間で１１２名と大きく減っています。なお、今年度の入学生が

１０人以下の学校は、上豊富小１０人、三和小９人、夜久野小７名の３校となっていま

す。 

中学校では、昨年より４４名、この２年間で６１名の減少となっています。 



市全体では、昨年度より１人以上増えている学校は、小学校４校、中学校２校でした。 

２年続けて増えているのは、昭和小・修斉小・日新中で、１番増えているのは昨年度

日新中の１６名でしたが、今年度も日新中の１３名増でした。 

全体的には、増えるあるいは維持する一部の学校と、多くの年々減り続ける学校とい

う傾向になっています。現在、学校・園訪問を行なっていますが、３歳児より下の園児

数は５名以下という園もあり、数年後の対応を今から想定しておく必要性を強く感じて

います。今後も市全体の園児・児童・生徒数の推移をしっかり見守っていかなければと

考えています。 

 

 

（３）春季大会の結果（４月１９日・２０日） 

〇野球（南陵中） 

〇バレーボール女子（南陵中） 

〇バスケットボール（男子 南陵中・女子 南陵中） 

〇卓球（男子 福高附属中・女子 日新中） 

〇ソフトテニス（上級男子 日新中・下級男子 成和中） 

       （上級女子 桃映中・下級女子 南陵中） 

〇サッカー（日新中） 

 

３点目として、４月１９日・２０日に実施されました中学校春季大会の団体競技の結

果を御覧ください。この春季大会については、各協会に主催をお世話になっています。 

両日とも良い天候に恵まれて２日間予定通り運営され、大きな事故やケガ等もなく実

施できたと報告を受けています。なお、６月７日（土）には、夏季総体の皮切りとして

市陸上競技大会が行われます。 

また、小学生陸上競技大会がこの土曜日、３１日に予定されています。 

 

（４）教職員の働き方改革推進計画 （京都府教育委員会 令和７年３月）※別紙 

第１章 策定にあたって 

第２章 計画の方向性等 

第３章 重点的な取組 

第４章 取組指標 

第５章 進捗管理等 

 

４点目としては、この３月末に京都府教育委員会が策定しました「教職員の働き方改

革推進計画」についてですが、その概要版をお配りしています。そこにも記されていま

すが、働き方改革については、平成３０年３月に策定された「教職員の働き方改革実行

計画」に基づき進められ、本市でも既に早退勤デーやノー部活デー、ＩＣＴ活用の導入

等、各校でも工夫した取組を進めています。 

しかし、依然として在校等時間の更なる縮減等、課題は山積しており、府として国の

動向を基にしながら計画期間を５年間と定めて、第１章から５章までの構成で策定され

ています。 

計画の方向性にもありますが、働きやすさを求めるだけではなく働きがいを高めるこ

とを大切にして、その両立を目指すとしたところが今回の柱となっています。 

本市としましても、２９日に予定しております、第１回勤務実態検討会議を中心に更

なる改革へ向けて検討そして実行していくことになります。 

また、現在国会で審議されている給特法の改正では、教育委員会が「業務量管理・健

康確保措置実施計画」を策定し、進捗状況の公表が義務化となるようです。事務局とし

てこのあたりをしっかり研究して準備していかなければならないと考えています。 



 

（５）教員採用試験の日程 

京都府公立学校教員採用試験 

第１次試験 筆記試験 令和７年６月１４日（土） 

      面接試験 令和７年６月２８日（土）、２９日（日）、 

７月５日（土）、６日（日）のうち指定する１日 

第２次試験 実技試験 令和７年８月１４日（木）、１５日（金）のうち 

指定する１日 

      面接試験 令和７年８月１９日（火）～２５日（月）のうち 

指定する１日 

大学３年生等チャレンジ選考 筆記試験 令和７年６月１４日（土） 

面接試験 令和７年７月１２日（土）、１３日（日）

のうち指定する１日 

採用予定数 小学校・特別支援学校小学部 １８０名（１５０名→１８６名） 

中学校・特別支援学校中学部 １２０名（ ８０名→１１５名） 

 

最後に５点目として、教員採用試験の日程についてです。京都府の今年度の第１次試

験・第２次試験の日程は、記載したとおりです。 

昨年度から、教員不足解消への対策として、大学３年生の受験が一部可能になってお

りますが、今年も継続されます。 

文部科学省では、教員不足対策の一環として、昨年度に選考日程の目安（標準日）を

今年度は５月１１日実施という通知を発出しておりましたが、京都府は昨年と同様の６

月中旬の設定となっています。 

試験日が早まる場合、教育実習の実施時期についても検討が必要になるのではと心配

しましたが、例年通りの状況で受け入れているようです。 

一部の県では、通知に従って実施しており、受験者増という状況もあったようですが、

複数受験できるシステムでもあるので、その効果については、最終的な結果を見極める

必要があります。 

採用予定数については、昨年度の搭載者数程度の人数を予定しており、大幅に増えて

います。今年度末は定年延長により定年退職がない年回りではありますが、教員不足へ

の対応であると考えられます。 

私からの報告は以上です。何か御質問はございませんでしょうか。 

 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   本日は決議事項がありませんので、報告・説明事項の教育長決裁による

後援承認事項について説明をお願いします。 

 

４ 報告・説明事項 

（１）教育長決裁による後援承認事項について 

谷垣教育総務課企画管理係長   ～資料に基づき報告～ 

        №７  第２９回「母の日大会」 

        №８  公益社団法人日本3B体操協会 京都北支部のつどい 

        №９  第31回関西・中部ギターフェスティバル 

（第51回全日本ギターコンクール関西・中部地区予選） 

        №１０ 貝谷バレエ福知山研究所 第47回発表会スタジオコンサート 

        №１１ 第62回道徳教育研究会 京都北地区南丹会場 



        №１２ ニューモラル講演会 

        №１３ 北京都デジタルパーク2025 

        №１４ 第48回京都府青少年剣道錬成中丹地区大会 

        №１５ エンジョイ！小学生バレーボールフェスティバル２０２５ 

北部ブロック予選会 

兼エンジョイ！小学生バレーボールフェスティバル２０２５ 

近畿ブロック予選会 

        №１６ エンジョイ！軟式野球フェスティバル２０２５京都府予選会 

        №１７ 令和７年度みんなでコラボin中丹 

（中丹地区ＰＴＡ指導者研修会＆家庭教育支援指導者研修会 

＆中丹地区いじめ・非行防止フォーラム） 

 

廣田教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 

小林委員    大体いつも申請はどのぐらいの件数があるのか疑問に思いました。その

中でどのぐらいの割合で、申請が却下されるのか、要綱も読ませてもら

いましたけど、駄目だったところは要綱のどこに反して駄目だったのか

といったことがわかれば教えていただきたいと思います。 

 

西村生涯学習課長兼中央公民館長 

どのぐらいの件数があるかというところですが、今の時期は若干多い状

況です。平均して大体１０件前後になるか、それよりもう少し少ない月

もあります。 

どのぐらい却下があるのかというところですけれども、今回の期間では、

２件却下をしています。 

理由といたしましては、１つは実績があるということを条件にしており

ますので、全く新しい取組となりますと、却下をさせていただきます。 

そして、基本的なところでお願いしているのは、市内で開催をするとい

うこと、そして市民のたくさん参加が見込めるということも、企画計画

であるとか、そういったものを見させていただいて、判断をさせていた

だいているというのが現状です。 

 

廣田教育長   年度最後に、不承認の部分については、件数なりその理由等について、

少し説明させていただいております。これまでですと営利目的であると

いうことも、なかなか見えにくいところもありますが、理由としてあり

ました。 

ほかに御質問等ありませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   では次に、報告・説明事項２の福知山市スクールライフ応援事業実施要

綱を廃止する要綱の制定について説明をお願いします。 

 

（２）福知山市スクールライフ応援事業実施要綱を廃止する要綱の制定について 

間島次長兼学校教育課長   ～資料に基づき説明～ 

それでは、福知山市スクールライフ応援事業実施要綱を廃止する要綱に

つきまして説明をさせていただきます。 

説明資料は、５０ページから５２ページとなります。 



まず５１ページの要綱第１条を御覧ください。 

福知山市スクールライフ応援事業につきましては、令和４年度より開始

した事業で、第１条の目的２行目の後段の部分となりますが、就学援助

を受給する児童生徒の保護者に対しまして、生理用品、家庭学習用品等

の購入について支援をする事業でございます。 

今回、要綱の廃止に先立ち、関連する規則といたしまして、令和７年３

に開催しました教育委員会議におきまして、福知山市就学援助に関する

規則の一部を改正する規則の制定につきまして、議決をいただいたとこ

ろでございます。 

規則を一部改正する際の改正理由として、令和７年度予算におきまして、

スクールライフ応援事業を整理して、小学校及び中学校の就学援助事業

の各事業に統合するために改正すると説明をさせていただきました。 

スクールライフ応援事業で支援していた内容を整理して、令和７年度か

ら新たに就学援助の種類に家庭学習用品費として、１項目を追加して予

算化をいたしまして、新たに支援を行うことといたしました。 

このことから、令和６年度のスクールライフ応援事業につきましては、

支払い事務を終えましたので、要綱を廃止するものでございます。 

以上で、福知山市スクールライフ応援事業実施要綱を廃止する要綱につ

きまして説明を終わります。 

 

廣田教育長   何か御質問ございませんでしょうか。 

 

全委員     特になし。 

 

５ 閉会 

廣田教育長が閉会を宣言。 

 


